【アーティスト紹介】

[A]
今回、紹介させてもらうアーティストが、飯島浩二さん。1997年に武蔵野美術大学の卒業と同時に作家活動を始められて、テレビ東京の『たけしの誰でもピカソ』っていう名物コーナーの、勝ち抜きアートバトルにも参加して、6週連続チャンピオンになられました。その中でも「偽AIBO」っていうのはTE TSU BOっていうのは番組史上最高得点である48点の記録を残した。

[飯島]
AIBOっていうのがやっぱり、衝撃的だったからね、あの時に。こういう時代がペットがロボットになって出てきたのかって言って。それでソニーのＣＭの打ち方も上手かったんで。あれ世界的な大ムーブメントになる前に、発表してから実際に販売されるまでの間の予約が取れないとか、異常な社会現象が出て。で、あれはやっぱりソニーの営業戦略がすごい優れてたところもあるし。で、それを見たときに、すごいなあっていう気持ち半分、なんかちょっと、何だろうなあ……からかってやろうって気持ちもちょっとあったりとか。そういうマジョリティとかポピュラーなものに対して、横やりを差していくのがアートの仕事でもあるんで。そこでちょこちょこ、自分がメジャーにならなくとも、メジャーを突くみたいなところ。そういうあまのじゃく的な、反骨精神的なものっていうのは絶対必要だと思うんですよね。それはアートだけじゃなくて社会に必要だと思う。

【アーティストとは】

［飯島］
アーティストって一言で言っても、ものすごい商業ベースでやってるアーティストもいれば、本当に十人十色な感じでアートをやってる中でも色んな種類の人が居るんで、デザイン寄りの人もいるし、まあ今の時代だとやっぱり、バーチャルなものが多くなってるし、だからチームラボ的な展開のしかた、一緒くたになっても面白くないし。だからそうなんだよね、プロジェクターを使ったアートメントが多くなったときもやっぱり、自分だったら違ったアートの展開。プロジェクターを使って違う……それもさっき言った高久君と一緒にやった、カメのプロジェクションマッピングの作品なんていうのはそうだったし。何かがテクノロジーが発達すればその分、表現の仕方は増えていくんだけども、そこにメジャーにならずに何か横やりを入れるっていうのが、まあ割と私のスタンスかもしれないですね。だから最初は誰でもピカソに出た時っていうのは本当にまだ駆け出し、大学卒業してすぐだったんで、もちろん世の中に出たいっていう気持ちが強かったので、ああいった手法を使ったんだけど。でも一旦引いてみたら、あれが正しかったのか正しくなかったのかは別として、自分の中では非常に楽しめた時代だったので、結果は良かったのかなと。


【アートとは】

[飯島]
僕の親しくさせてもらってた篠原有司男さんなんかはよく言ってたけど、作り手は本当にやっぱり、作るまでが半分で、あと半分は見た側の責任だってよく言ってて。だからアーティストと言われる人間が作るときに、こうあるべきだとかこう見てほしいっていうのは、実際、押し売りしちゃいけないのかなっていう。受け手の感受性によって作品なんて変わってきちゃうので。好き嫌いもちろんあって当然なんで。

[A]
解説なんか要らないかもしれないですね。

[飯島]
そうね。それで、本来はそうなんですよ。でもそれ以上に深く知りたいとか、もっとどういう背景があってというような形で、もちろん知っていくことが大事なので、ですからアートキュレーターであったり、そのアートの評論をする人っていうのは、難しい言葉で書きすぎなんです。特に日本の評論家は。そこをやっぱり本当にマジョリティ、一般という言葉はあまり使いたくない。自分も一般人だと思ってるので。一般的により広く、分かるような言葉で説明をしてあげなくてはいけないので。そういった仕事の役割があるので、アーティストはもちろん作って発表する。それにアーティストに物を言わせるっていうのはちょっと野暮なところがあって。説明してくださいって言われれば説明はもちろんするし、でもアート評論を作家にさせちゃいけないですよね。やっぱりそこは評論家がしっかりと、分かりやすく説明をしてあげるっていうのが、僕は大事かなと思うし。だからそうなんですよね。自分で作ったものに、自分でもちろん説明的な文章をカタログとかに書かなきゃいけないことが多々あるんですけど、結構野暮な話なんですよね。だから文章力云々がある作家は、それはそれでまた素晴らしいと思うんだけども、僕はどうもそちらがそんなに得意ではないから、こういった表現をしてるのかもしれないなあと思うんで。それぞれ得意な人が得意なことをやるので社会っていうのは成り立ってるので、それをやっていけばいいんじゃないのかなって思うし。だからアートっていうのを職業として考えると、非常に上手くいかないし、整合性が出てこなくなっちゃうんです。やっぱ、アーティストっていうのはライフスタイルで、アートっていうのはライフスタイルに組み込むものであって、その人の人生の生き方になってくるんで。そこをビジネスとして割り切ってやってしまう、職業として割り切ってやってしまうと、辻褄が合わなくなる、アートというものは。だから、僕はもちろん作ったものでお金が発生すれば生活も楽になるしありがたいので、非常に嬉しいですけども、そこを目的にしてしまうと、崩れてしまうのがアートかなと思います。なので、ある時期からその辺にこう僕の仲間であったり周りの環境からまた教えを、先生と言われる人や師匠と言われるような人的なところの環境から学んできたと思うんですけど、そこを踏まえていくと世の中にアーティストっていうのは、やっぱり大事だなと思います。そうしないと、つまらない世の中になっていくし、危険な世の中にもなっていくと。

[A]
だからみんな発想が、考え方が同じになっちゃいますもんね。

[飯島]
そうなんですよ。だから今もちょっと、この日本だけじゃなく、このコロナウィルスの問題を機に、社会や国家がそういったネガティブなことを機に個人の自由っていうのは奪われがちなので、そういうところも器具はしてるんですけれども、アーティストっていうのはそういうところに物を申せる人。王様は裸だって言える立場でないといけないと。で、そういった人っていうのが社会においてやっぱり、少数でも存在しておかないと、健全な社会っていうのは、僕は成り立たないと思います。それこそ戦前の日本みたいに、戦時下の日本国家みたいになってしまいますし。

[A]
結構やっぱ、叩かれることって多々ありますよね？

[飯島]
叩かれますよね、それは。だから本当に昨今はそういった表現の自由、そこが難しいんですよね。表現の自由をどこまで許していいのか。じゃあ表現の自由で今は人が自殺に追い込まれたりとかってこともあるわけだし、そこの規制っていうのを、しっかりと見定めないといけないっていうのも、これは全ての人に言えることだし、アーティストの存在価値っていうのはそういうところにあると思うんですけどね。

[A]
大阪に行ったじゃないですか、みんなで。あれっていうのはどういうコンセプトからみんなで。

[飯島]
まあ、カーとアートを足した造語ですけども、それでまあ決してキャッチーなネーミングではないと思うんですけど、分かりやすいかなと思って。カートっていう、キャンプ＆キャラバンという、ＣＣＣでその辺もいいかなって、ビジュアル的にも響きとしても。あれは発端はみんなで、僕の世代とかっていうのはアニメで、『チキチキマシン猛レース』とか、映画で『爆走！キャノンボール』とか、すごいそういったものに影響子どものときに受けてて、ああいった面白い車の面白いキャラクターの人たちが、みんなでレースしたらめちゃくちゃ面白いんじゃないかなっていうところ。

[A]
キャノンボールですね。

[飯島]
キャノンボールもめっちゃ面白かったでしょ(笑)。ジャッキーチェン出てたり、それでやっぱりその国々のキャラクターが立ってたし、それでそうなんですよね。チキチキマシンもそうだしキャノンボールもそうだし、そういのにすごい憧れと影響を受けたので、それが全部アメリカから来てたんですよね、ああいう文化は。僕が影響を受けた。それで、そのアメリカから受けた文化を、今僕の世代だったり僕らが受けて、それを表現して違った形にしてアメリカに返したいっていうのが野望であって。だから、この今僕らがやってるカート、キャンプ＆キャラバンっていうのは、最終的には全米を横断すると。ロサンゼルスからニューヨークまで行くっていう。だからアメリカ文化がこうやって日本に渡ってきてここで熟成されて、それをまた西海岸に乗り込んで東海岸まで、みんなでレースじゃないけど、キャラバンしていくと、いうことが出来たらそれがもう最終形態かなと。で、みんなでそれを言ってるし、現実にしようってことは言ってるんで、お金が相当掛かるんで、ある程度今やってる日本での活動が認められたり、何かもう少し大きくムーブメントが起こせれば、そういった流れ、また、今はもうクラウドファンディングでお金を集める時代になってるので、ただやっぱりそれなりの土壌がないと大きなお金っていうのは集まらないので、まだそのレベルには達してないので、最終的にはそういった方向に持っていければと。で、そういったコンセプトで始めたんだけど、やってみたら非常に楽しくて。気の合う友達、アーティストたちと、みんなで周っていって、各場所で展覧会をやってく。で、埼玉から大阪っていう映像は、埼玉は「埼玉トリエンナーレ」ていうイベントがあって、大阪では大阪で一つイベントを組んでと、だから仕掛けに相当時間かかるんですよね。お金はこちらではこちらのお金でやって、あちらではあちらのお金でやって、展覧会をやっていくのに対して、こちらではこちらの助成金、こちらではこちらの助成金っていう感じで、お金を作って展覧会をする。で、点と点を結ぶと線になるっていう、そういった言葉はよく使われる。よくある言葉じゃないですか。でも実感がないんで、点と点は。結んでも点と点でしかないと思ってたの。でも点と点をずっと展示をしながら進んでいけば、これ線になるなと思って。だから途中止まったパーキングエリアとかがその場で展覧会になってしまうし、みんな道中走ってるともう、トラック野郎が横から抜いてきてパンパンパンパン！ つって手振ってくれたりとか、そういう触れ合いもあるし、でこっちも手振ったりして。あぁ、これは運転しながら線になってるな、っていうのは実感しながら進んでいった。それは僕だけじゃなくて他のメンバーも感じてたと思うし、これちょっと面白いぞって。で、まあ企画者としては、埼玉でやったときはそれこそ警察署にこんな書類書いて許可もらったし、そういったお膳立てがめちゃくちゃ大変だったんで、もうあの規模はあんまり何回もやれるもんじゃないなとは思ってるんだけども、そういった展開で回していくと非常に面白いものが出来てくる。それで、実際にその場その場で会う人たちとの関係性っていうのも非常に深く味わえるし。で、そうなんですよねだから、アメリカで受けたカウンターカルチャー的な、ヒッピーの世界もそうだと思うし、60年代70年代の映画からものすごい影響を受けて、映画や漫画やカルチャーから本当に影響を受けてるんで、そういった旅っていうのは、ロードムービーもすごい好きだし、影響を受けてるんで。それを実際にアート化してしまうというか、展覧会化していくっていうのが、やってて社会実験でもあったしこれちょっと面白かったですけどね。今後もだから、色んな場所で続けていきたいなと思っております、それがカートかな。

【影響を受けたカルチャー】

[A]
70年代の映画とか、『マッドマックス』好きですかね？

[飯島]
そうだね、ああやっぱ『マッドマックス』もそうだよね。『マッドマックス』もやっぱ影響受けるよね。

[A]
飯島さんさっき見てて『マッドマックス』の影響受けてるのかなって気がするんですよね。

[飯島]
ああそうそうそう。それでカートをやってるときに、オーストラリアの作家が日本にちょうど観光かなんかで来てて、女性の、こんなおっきい女性のアーティストだって言って、運転してるときだよ。どっか止まってるときに話したら、私の作品は、って言ってモロ『マッドマックス』の世界をやってて、今度私を入れてくれって言ったからね。だからそういう出会いもあったから、それはインドネシアから呼んでたウォック・ザ・ロックともつながりがある人だったんで、ちょっと話になったんだけども、そう言った。だからそういう展開が一番自然かな。無理にあの人有名だからあの人と一緒にやろうとかじゃなくて、あの人のやってること面白いから友達になりたいな、みたいな方が自然な流れだし、その場で終わらないから。続くんで、そういう人との関係は。趣向が合うしね。


【アートとビジネスの関係】

[A]
ビジネスが絡んじゃうとそういうのは無いですよね。

[飯島]
そうだよね、そこなんだよね。ただ僕が企画してるものに関しては、基本的には僕がお金を作ってこないと、皆さんマイナスにさせるわけにはいかないので。

[A]
すごいですよね、その熱意っていうか。

[飯島]
そこが……だから正直好きじゃないしやりたくないし、人にやってもらえればそれが一番ありがたいけど、みんな同じじゃないですか。アーティストはそんなのやりたくないからアーティストやってるんで、じゃあしょうがないからって言って僕が、リーダーの悲しい性ですよね。そこは全部まとめないといけないんで。

[A]
色んな反応があると思うんですね。で、賛否両論あると思うんですけど。

[飯島]
全て反応したらまた余計に疲弊するし、反応しがいのある人としがいのない人といるから、世の中には色んな人が生きて、色んな人が。それほど先ほどの表現の自由じゃないけども、言うのは人の自由だからね。だからそういう言われることに対して、腹は立つのも自由なんで、腹は立ったら怒りたければ怒る方がいいだろうし、そういう意見もあるよなって思えば流すときもあるかもしれないし。ある程度ドカンと大きく座ってないとやれないのかもしれないかな。だって、ある意味少しバカじゃないとやっていけないので、普通のことを考えたら、嫁も子供もいて、どうすんだよアンタ生活はって言って、普通の人は考え込んじゃったりすると思うんだけど、まあ何とかなるっていう気持ちと、そういったことに対して、まあまあまあっていう風な説得もしなければいけないし、色んな……だから社会の色んな人と付き合っていかないといけないから、あんまり細かいことに怒らないんじゃないのかな。それで大きなことに怒るんじゃないのかな。そういう社会の出来事とか。

[A]
それで作品をするっていうか、その怒りをみたいな。

[飯島]
それもあるし、全てが怒りから出来てくるのかって言ったらそうでもないと思うんだけど、そこは人それぞれ。だから、何だろうなあ。世の中が思ってるアーティスト像と、ちょっと違うのかもしれないですけど、色んなアーティストが居ますってことですよ、本当に。本当十人十色なところがあるんじゃないかな、アーティストと言われる人十人集めても。
